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1．はじめに 

新型コロナウイルス感染症は学校の教育活動に限らず、人類全般の活動に多大な影響と制約をもたら

した。日本も含めて多くの国で学校は休校となり、本校も３月～５月にかけて休校期間を設けた。緊急

事態宣言が出され、休校期間の延長が決まった４月上旬以降、校内ではこれ以上教育の機会を失う事へ

の危機感からオンライン授業（オンラインでの配信は「授業」扱いにはならなかったので、以降本稿で

は「学習支援」などと表記する）の導入が本格的に検討された。この結果、最も早かった第２学年は４

月 20 日と、全国的にも早い段階でオンラインによる学習支援を開始した。 
オンライン学習支援を行うなかで、普段は観察する機会の少ない他教科の教員の実践を画面越しに見

ることができたのは教員側の思いがけない利点となった。また、学校再開後も「補習」の形で模試過去

問解説を中心にオンラインによる学習支援を時折行っていたが、ここで数学科の神谷良明教諭は数研出

版の『大学入学共通テスト試行準備 思考力・判断力・表現力を磨く 数学Ⅰ＋Ａ』に掲載されている

場合の数と確率の問題を参考に、感染症と感染の有無を調べる検査を教材として扱う学習支援を実施し

た。この配信には私も参加し、この時に世界史でも感染症を教材として扱った授業を今年中に実施した

いという思いを強く抱いた。 
一方で通常の授業が再開されたなかで、図１に示す通り休校期間中に比べるとオンライン学習支援へ

の参加率は低下していたこともありオンラインによる学習支援はどうあるべきかという疑問や不安も

感じるようになった。そもそも私自身、教室での授業を上回るオンラインでの学習支援はないと思って

おり、生徒の反応を間近で見られる授業再開後、その思いはますます強まっている。ただ、コロナウイ

ルス感染症の影響が今後どうなるか予測できない状況で、オンライン学習支援は有効な手段であること

は間違いなく、この手法を磨くことは教員として必要だとも認識している。そこで、オンライン学習支

援を独立させるのではなく、通常の授業と関連付けることで、双方への興味・関心を高め、学習内容の

理解を深められるような方法を探し始めた。学年主任として第２学年のオンライン学習支援を主導した

 

コロナ禍において、本校は早い段階でオンラインによる学習支援の体制を整えた。休校期間中のオ

ンラインによる配信は生徒だけでなく教員も参加することができたので、他教科の教育活動の一端に

触れられるという利点があった。学校再開後、当然のことながら教室での授業が中心になっているが、

オンラインでの学習支援の可能性を高めたいという思いもあった。そこで、教室での授業とリンクさ

せ、かつ教室よりも円滑にできる教科横断型の配信をオンラインで行った。扱った教材は今年度を象

徴する感染症で、世界史と英語の横断を試みた。 
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英語科の川上佳則教諭も私と同じような思いを抱いており、川上教諭の協力を得ながら本実践の準備を

進めていくとことなった。 

６月～１０月の間に配信された学習支援動画は、自身の学習にどのくらい活用しましたか。 
とても活用した 
４人（2.5％） 

活用した 
69 人（43.7％） 

あまり活用してい

ない 
66 人（41.8％） 

全く活用していな

い 
19 人（12.0％） 

 

今後オンラインでの学習支援が行われる時、どのようなことを求めますか。 
模試過去問の解説 
 
77 人（41.2％） 

授業のような講義

形式 
39 人（20.9％） 

授業と関連し、学

びを深める内容 
53 人（28.3％） 

Zoom を利用した

双方型 
6 人（3.2％） 

他を利用するた

め必要ない 
10 人（5.3％） 

 
 
 
 
 
2．実践報告 

（1）世界史 A の授業 
 ２学期中間考査前の９月下旬から 10 月上旬にかけて「感染症と人類の歴史について」と主題を設定

した授業を第２学年世界史 A で４回に渡って実施した。授業で取り上げた感染症は 14 世紀のペスト、

19 世紀のコレラ、20 世紀のスペイン・インフルエンザ（スペイン風邪）である。なお、ペストに関して

は、目白大学の田尻信壹教授による平成 30 年の講演「これからの世界史授業に求められるものは何か-

世界史単元「黒死病と 14 世紀の世界」の構想を通して-」（東三河地区地歴公民教育研究会）を大いに参

考にさせてもらった。なお、この研究会に顧問として携わっていたのが、今年度本校に赴任した西牟田

哲哉校長であり、西牟田校長からは本実践において多くのご助言をいただいた。 

 授業は３枚のプリントを順次配付しながら行ったが、次の図２～５がプリントの抜粋である。 

図１ アンケート結果 

    ２年生全員を対象に神谷教諭が作成したアンケート結果より抜粋

している。授業と関連した配信への需要もあることが判明した。 
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図２ 導入部分の抜粋 

図３ 19 世紀のコレラより抜粋 
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図４ 20 世紀のスペイン・インフルエンザ（スペイン風邪）より抜粋 

図５ スペイン風邪（後半）とまとめより抜粋 
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 当初は一つの問をまず一人で考え、その後に周囲の生徒どうしで話し合うという活動を繰り返して、

プリント１枚につき 1 時間を充てることを想定していた。しかし、実際に授業を始めると話し合いの結

果を発表させた方が良いと判断し、無理に３時間で終わらせるよりも話し合いも含め十分に時間を確保

するために４時間を充てることとした。また、各プリントに少しずつ設けた単純な適語補充部分につい

ては、教科書を見れば分かるので、答えの確認を行うのみとし時間短縮を試みた。 
 なお、20 世紀のスペイン・インフルエンザについては、３年生の世界史 B の授業でも、第一次世界

大戦の学習を終えた後にほぼ同じ内容で取り上げところ、同時代の学習を終えた直後ということで、教

員側も教えやすく、生徒達の反応も想像以上に良かった。２年生を対象とした本実践は感染症の歴史を

まとめて取り上げたため、同時代の背景について生徒の理解が浅かった点は否定できないので、次年度

以降も取り上げるならば年度の最後に実施したり、その都度取り上げたりといった改善策が必要かと感

じている。 
 
（2）英語科のオンラインによる学習支援 
 川上教諭とオンラインを活用した教科横断型授業の構想を練っていく中で、現代の英語圏の人々が新

型コロナウイルス感染症にどう対応しているか紹介し、これを参考にこれからの自分達の感染症対策は

どうあるべきかを考察させる活動を思い描いた。そして最終的に教材として選んだのが、自らも新型コ

ロナウイルスに感染したジョンソン首相（イギリス）の会見での発言である。動画の配信前に生徒には

川上教諭が作成したプリントを配付し、このプリントを見ながら、約１週間の期間内に YouTube Live
上に配信された動画を視聴することを求めた。図６は川上教諭による配信の一場面で、図７は配付した

プリントである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図６ 川上教諭による学習支援動画の一場面 

  プリントの内容を 15 分程で解説し、次の世界史 A の授業に繋げてもらった。 
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（3）学習支援動画と関連付けた世界史 A の授業 
 約１週間の動画視聴期間を経た 10 月下旬に世界史 A の授業で動画の内容を補足する授業を行った。

図８はその授業の様子である。配信動画では speeches of political influencers とだけ紹介し、誰の

会見かは明かさずに授業に臨ませ、授業ではその謎解きから開始した。すると、ちょうどトランプ大統

領（アメリカ）のコロナウイルス感染と退院が話題となっていたこともあり、プリントでも動画でも会

見時期が示され、さらには London という決定的な地名が示されていたものの、ほとんどの生徒がトラ

ンプ大統領の会見と誤認していたことが分かった。授業者側の想定外のところで生徒たちは驚いていた

が、発言内容の変遷ぶりや、その前後のイギリスの感染症対策の変化（集団免疫獲得の模索から都市封

鎖へ）に興味を抱いていた。 

 

 

 

 

 

 

 
 

図７ 川上教諭作成のプリント 

    生徒にはこのプリントを見ながら動画を視聴させ、 

   後の世界史Ａの授業時にも持参させた。 
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動画と関連付けた内容で 15 分ほど授業を展開した後、本実践の生徒アンケートを Classi を利用して

実施すること、また休校期間により削減された授業時間を補うための課題として最終的にレポートを課

すことを告げた。 
 
 
3．分析と今後の展望 

 次の図９が生徒アンケート結果の抜粋である。 

「感染症と人類の歴史について」の授業に興味は持てましたか？ 
当てはまる 
27 人（37.5％） 

やや当てはまる 
40 人（55.6％） 

どちらでもない 
5 人（6.9％） 

あまり当てはまら

ない 0 人（0％） 
当てはまらない 
0 人（0％） 

「英語で読み取る世界の政治」を視聴しましたか？ 
全部視聴した 
57 人（79.2％） 

一部視聴した 
10 人（13.9％） 

視聴していない 
5 人（6.9％） 

  

全部視聴した人のみ解答してください。「英語で読み取る世界の政治」に興味は持てましたか？ 
当てはまる 
17 人（29.3％） 

やや当てはまる 
28 人（48.3％） 

どちらでもない 
11 人（19.0％） 

あまり当てはまら

ない 2人（3.4％） 
当てはまらない 
0 人（0％） 

「英語で読み取る世界の政治」と今回の世界史 A 授業の繋がりは感じられましたか？ 
当てはまる 
24 人（34.8） 

やや当てはまる 
36 人（52.2％） 

どちらでもない 
8 人（11.6％） 

あまり当てはまら

ない 1人（1.4％） 
当てはまらない 
0 人（0％） 

今後も動画配信と関連した授業を期待しますか？ 
当てはまる 
16 人（22.5％） 

やや当てはまる 
30 人（42.3％） 

どちらでもない 
17 人（23.9％） 

あまり当てはまら

ない 5人（7.0％） 
当てはまらない 
3 人（4.2％） 

 
 
 
 
  

図９ アンケート結果 

    ２年生の世界史 A 受講者 70 名を対象としたアンケート結果である。一部の

生徒が複数回答してしまったため、合計数が 70 名を越える項目がある。 

図８ 授業の様子 

プリントをホワイトボ

ードに投影しながら解説

をした。川上教諭に確認

してもらうために撮影し

た動画より掲載。 
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アンケート結果から「感染症と人類の歴史について」の授業にも、学習支援動画「英語で読み取る世

界の政治」にも多くの生徒が興味を持ち、且つ両者の繋がりも感じられたことが分かった。回答理由を

自由記述させた項目にも 
 
「自分のためにもなる話だったから。 英語の分からない所も分かりやすく解説してくださったのでとて

も内容が入りやすかったです！」 
「世界史で学んでいる歴史の知識から、現在の日本が置かれている状況の危機感や相違点、現代技術の

進歩などを改めて感じ取れたから。」 
 
といった意見が見られた。興味を持って取り組んだ生徒が多かった一方で、今後も動画配信と関連した

授業を期待するとした生徒の数は減少している。ここも回答理由を自由記述させたところ、 
 
「事前に動画学習した後に受けることで、自分で学びたいことも＋ 」αで調べた上で授業に臨めるから。

 
「今回のような違う教科のコラボは映像での授業だからこそできたことだと思うから」 
 
といった肯定的な意見がみられた一方で、 
 
「動画を見る時間がしっかりとることができる期間ならうれしいが，動画を見る時間をとることができ

ないタイミングだと授業に対する理解を深めることも難しくなるから。」 
「見れる期間が長いなら見たいけれど、平日は小テストの勉強と予習復習で時間がいっぱいいっぱいで 
余裕が無いから。」 
 
といった否定的な意見も出ていた。動画配信と関連した授業にあまり期待を持っていない生徒達に共通

しているのは、内容に興味が持てなかったというよりも、時間的、あるいは通信環境の不十分さなどの

物理的な制約がある点であった。通信環境については、（その是非は別として）ご家庭の協力に頼らざる

を得ないが、時間の制約については、 
 
「家で空いた隙間時間に動画を見て勉強できるのでいいと思った」 
 
と述べている生徒もおり、時間の有効な使い方などの生活指導を加えることも改善策の一つである。ま

た本格的にオンライン学習支援を活用するのであれば、課題の量や小テストの回数を調整することにつ

いても検討の必要があるかもしれない。 
 最後に繰り返しになるが、学校の教育活動の中心は何と言っても教室での授業であり、オンラインに

よる学習支援はその補足だと思っている。しかし、せっかく始まったオンライン学習支援を止める必要

はなく、今後の不測の事態に備えてノウハウを蓄積し、内容にも磨きをかける必要がある。今後も、授

業と学習支援動画を教科横断させながら結びつける実践を行っていきたい。 
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4．おわりに 

 生徒に課しているレポートは以下の内容をＢ４用紙（両面）にまとめるものである。 

 

課題１ 諸外国のコロナ対策を調べよう（12 行） 

課題２ 感染防止と学校教育について考えよう。 

   （１）約３ヶ月間の休校期間のメリットとデメリットをまとめよう。（５行ずつ） 

   （２）学校における予防策について提案しよう。 

    ①授業中に注意するべきことは何か。（８行） 

    ②碧海野祭、修学旅行、卒業式などの学校行事において注意するべきことは何か。（８行） 

    ③部活動中に注意するべきことは何か。（８行） 

    ④６月からの学校生活で感染予防上、危険や疑問を感じた場面をあげよう。（６行） 

    ⑤④の場面を改善するために必要な対応策を提案しよう。（11 行） 

課題３ こんな、感染予防グッズがあったらいいなという商品を提案しよう。（イラスト＋８行） 

課題４ 授業・動画視聴・レポート作成を振り返って、感じていることを文章にまとめよう。 

（14cm×14cm） 

  
12 月上旬に課題説明と用紙配付を行い、約１ヶ月後の１月 18 日を提出期限としている。生徒の活動

の成果を私が目にするのは本稿執筆後であるが、どのような提案が出てくるか楽しみにしている。また、

その課題の取り組み状況を見て、反省すべき点については反省し、今後の実践に活かしていきたい。 
 最後になったが、教科横断への刺激を与えてくれた神谷教諭をはじめとする動画配信に関わった本校

の先生方、授業へのアドバイスを与えてくれた西牟田校長、そして何より、多忙な中でも時間を割いて

一緒に構想を練り、学習支援動画を作成してくれた川上教諭に改めてお礼を申し上げる。 
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